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会　期　4月13日（日）

開館時間　午前9時～午後4時30分（入館は4時まで）

休館日　　毎週月曜日・第三火曜日・祝日の翌日

観覧料金
一　舷　　　　　　300円（210円）

高校・大学生　　　200円（140円）

小・中学生　　　100円（70円）

（）内は20名以上の団体料金です。

※4月5・6日は市内の小中学生は入館無料となります

※ミュージアム都留の半券で増田誠美術館も御覧になれます

増田誠美術館無料スペースにおいて

「増田誠美術館企画展開催中」
平成15年3月30日まで

増田誠美術館では、『堀田誠美術館協力委員および、のびのび興譲館「自遊絵

画塾生」の手による企画展』を開催しています。

増田誠美術館では、増田誠大賞審査員・市内美術団体及び芸術愛好家のご協
力を頂き美術館協力会を設立しました。今回の企画展では、委員の素晴らしい

作品を22点展示しています。また、のびのび興譲館「白遊絵画塾」では、企画展

に向けた作品作りを行い、一年間の成果の発表の場としました。

また、常設展では、収蔵作品の中から、冬をテーマにした展示を行っています。
「‾‾g王手竺‘‾

圃圃 �輩　畢 
÷－‾ 

油彩画では、ヨーロッパの雪景色のほか、

冬を感じさせる庶民の日常生活を描いた作品、また、「ふるさと」（都留市）を描
いた作品では、雪の桂川・冬の日（文化会館より）など6点を展示しています。

その他に、画伯の代表作「オリンボスの神々とギガンテスの戦い」油彩画500号

の大作も展示しています。

増田芸術の粋ともいえる作品の数々を身近に鑑常してもらい、絵画の素晴ら

しさを実感していただきたいと思います。

間合先
都留市博物館「ミュージアム都制　℡（45）8008・℡（45）8608／分館増田誠美術館（ふるさと会館2階）℡（45）4111
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